









その他のタイトル A study on improvement of teaching-learning
organization and its factors under class size
reduction in primary schools: through the
interview for 3 municipal supervisors and 18






































































市町村名 人口 小学校数 学級数 児童数 教員数 指導主事 備考数
市単独負
A市 6.4 23 186 3，574 312 4 担の TT加
配8名
B町 1.7 6 48 916 72 
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表2競査対象校の撮要
市町村名 |小学校名 教員数 学級数 児童数 加配教員数 対応者
A市 a IJ， 25 19 529 県加配 2 市加配:1 校長・教頭
※AI日市内9校の b IJ、 18 13 319 県加配 :0 市加配 1 教頭
うち，謂査の了解 c小 12 7 100 県加配 O 市加配 :0 校長
を得られた5校に d IJ， 18 13 293 県加配:1 市加配 l 校長
訪問 e小 10 6 96 県加配:1 校長
B回了 f小 10 6 97 県加配 教頭
※全6校のうち， g小 10 6 98 県加配:1 校長
調査の了解が得 h小 14 10 195 県加配:1 校長
られた4校に訪問 11 7 160 県加配 :0 校長
j IJ、 27 22 598 県加配 5 校長
k小 23 18 391 県加配:3 校長
C市 1小 19 15 347 県加配:1 校長
※CI日市内16校の m IJ， 20 16 389 県加配 :4 教頭
うち，調査の了解 n ノト 22 18 450 県加配 :4 校長
を得られた9校に 。小 28 23 566 県加配 :3 校長
訪問 p ノト 23 18 484 県加配:3 校長・教務主任
q IJ， 28 23 596 県加配 :4 校長・教頭
Y ノト 27 22 570 県加配 :4 教頭
※2007年の学校管理職に対するインタピュー調査日現在。表中 r県加配j とは， x県費負担教員
の加配 r市加配j とは各市町村費教員の加配の路である。
表3競査対象校が採用している指導形態
市町村名 i 小学校名 | 指導形態
a IJ • TT 




d小 • TT 










m IJ、 • TT 
れIJ， -習熟度)5IJ
。小 • TT 
P IJ¥ なし















































































































































の俗輩 (q小.)， ~講師の指導力向上白小・ q
C I小)，担任外教員の被ジ(k小'q小.n小.)， 
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学校区単位の研究交流を行っている。 r小は， 1小と同じ中学校区に属しているが，この中学校区で




























































































を中心にj 筑波大学教育学系『筑波大学教育学系論集~ 18 ( 2 )。
志木教育政策研究会 2006~市民と創る教育改革』日本標準。
日俣照二 1978r教授組織研究の展望と課題J~現代教育科学~ 22 ( 7 ) ，明治図書， 40-54頁。






して一一j 大塚学校経営研究会編『学校経営研究』第 29巻， 65-81頁。
水本徳明 2003r教職員配置と自律的学校経営J河野和清研究代表『地方分権下における自律的学校
経営の構築に関する総合的研究~ (課題番号 12410076，平成 12・13・14年度科学研究費補助金




2 市町村における取組については，小)1 (2006) も参照した。
II日俣周二「教授組織研究の展望と課題JW現代教育科学~ 22 ( 7 ) ，明治図書， 40-54頁， 1978年，
丸山義玉「小学校の教授組織改善の歩みと実践的課題一一神奈川県の協力指導組織の変遷を通して
一一j大塚学校経営研究会編『学校経営研究J第29巻， 65-81頁， 2004年。神山知子「昭和 40年
代の協力指導組織研究の特質一一一ティーム・ティーチングの導入・展開を中心にj筑波大学教育学
系『筑波大学教育学系論集~ 18(2)， 1994年。
iii X県教育委員会 2002WX 県教育改革推進プログラム~， X県教育委員会 2003WX県教育改革推進
プログラム改訂版ふ




v B町の各学校では，教員のうち 1名が「特別支援コーディネーターj の役割を抱っている。教頭
や教務主任がその役割を担う場合が多いという。この「特別支援コーディネーターj は， B町が同
町内にある X県立養護学校と連携して行う研究会に参加し，研修の機会としている。
































XIV たとえば rやっぱり(1学年の 3クラスの担任の) 3人で、やっていくっていうことになれば，
否応なしに教材研究をせざるを得ないですし， 3人でしゃぺらないと高まりませんから。J(l小校
長)という発言があった。
XV たとえば i共同担当制にあわせていくかっていうのがこれからの大きな課題っていうか。そう
思っているんですけども。ただ，学級担任制そのものがもう行き詰まってるということはいえると
患います。J(j小校長)， i学年経営の一環として実施しております。習熟度となりますと，学級を
解体するっていうことがベースになります。そうしますと， (中略)，児童と児童，児童と教師，教
師と教師，好ましい人間づくりもそこでできるであろうと。J(r小教頭)という発言があった。
xvi A市c小の事例も，学校における知識の蓄積という観点から注呂すべき事例である。 c小で、は，
小規模校のメリットを活かした指導が従来から実践されてきた。同校で「取り出し授業j と呼ばれ
ているのがそれである。特に授業の進度に遅れがちな子どもを対象にした指導全般をさすもので，
その形態は，学級を分割した習熟度53
'
J指導， TT，個別指導と多岐にわたる。少人数学級編制政策に
伴う加配は c小にはないが，長年の実践を継承して，今日の取組にいたっている。また， c小はA
市より TT加配を受けておらず，それゆえ TTのみを実践するという強制がないことも，実践を継
72-
福島正行:少人数学級編制導入に伴う教授学習組織改革の実態とその規定要因に関する研究
続できる要国となっている。
本稿ではインタピ、ュー調査による定点的な観測にとどまるため，学校史的な視点から考察するこ
とはできなかったが， 1ノトの実践とともに学校史レベルから見た場合の教授学習組織改革の規定要
因の分析という視点は，重要な視点であると考えられる。なお，学校史の視点から教授学習組織改
革や教育イノベーションを考察したものには，天笠(1995)がある。
XVU r学力向上の結果からすると， (前年度取り組んだ習熟度見IJ指導は:筆者注)そんなには効果が
上がってない面もあったので，それよりも今年はTT的にはいってやってみようと，いうことで。
とにかくどっちが効果があるどうのこうのよりもとにかく実践してみてやることが大事なのかなぁ
と思って，今年はちょっと TT的に。J(h小校長)という発言があった。
XVlllインタピュー中，次のような会話がなされた。
筆者:中学校区や， 00中.1小学校が中心になった連携。こういったものをやってみての先生た
ちの感想っていうのはどういったものですか。
r小教頭:実際今まで(一般的な授業公開:筆者注)は授業そのものを見に行って，授業終わった
あと話し合うと。それだけだ、ったんです。今年初めて，指導案づくり，指導プランから入ってし 1く。
(中略)(従来は=筆者注)校長・教頭・研修主任のレベルまでは(交流がこ筆者注)あったと思う
んですけど。
っ 、
?
??
